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技術研究組合国際廃炉研究開発機構（略称:ＩＲＩＤ）の概要

設立年月日 : 平成２５年８月１日
理事長 : 山名 元（国立大学法人京都大学原子炉実験所教授）
組合員 : （独）日本原子力研究開発機構、（独）産業技術総合研究所、㈱東芝、

日立GEﾆｭｰｸﾘｱ･ｴﾅｼﾞｰ㈱、三菱重工業㈱、北海道電力㈱、東北電力㈱、東
京電力㈱、中部電力㈱、北陸電力㈱、関西電力㈱、中国電力㈱、四国電
力㈱、九州電力㈱、日本原子力発電㈱、電源開発㈱、日本原燃㈱
（１５企業、２独法）

事業費 : 平成２５年度１０７億円
事業の概要 : 廃止措置に関する研究開発、廃止措置に関する国際・国内関係機関

との協力の推進、研究開発に関する人材育成

○ 組合設立の目的
「将来の廃炉技術の基盤強化を視野に、当面の緊急課題である福島第一原子
力発電所の廃炉に向けた技術の研究開発に全力を尽くす」ことが基本的な
役割。



現場ニー
ズの抽出

開発成果
の実用化

計画・戦略
の提案

東電福島第一原子力発電所廃炉対策推進会議
（議長：茂木経済産業大臣）[全体の司令塔機能]

プラント・メーカー

日本原子力研究開発機構

産業技術総合研究所

電力会社各社

その他研究機関

技術統括部門 合理的開発
の主導

協働・協力
の主導１Ｆ廃炉現場

・将来の廃炉や安全高度化への対応
・関連技術の涵養、蓄積と高度化

・福島第一廃炉の加速、安全確保、環境保全
・福島の早期復興と国民の安心

国際廃炉研究開発機構の役割のイメージ

＜廃炉技術の基盤強化を視野に、
当面の緊急課題である福島第一原発の廃炉に向けた取組みに注力＞

開発成果の
共有

電力会社各社

プラント・メーカー

中長期RMの提示・報告

東京電力

研究開発計画の提示・報告

組合事務局（R&Dマネジメント） R&D実施機関

技術研究組合 国際廃炉研究開発機構技術研究組合 国際廃炉研究開発機構

廃炉技術に関する一元的マネジメント

・廃炉全体戦略検討・最適化
・技術の現場ニーズ・シーズ分析と
調整（最適化/整合）

・個別技術開発の調整・指示
・国際・国内助言の取り込み
・ポテンシャル技術の開拓
・人材育成や大学等の連携強化

技術やマネジメント面の助言

国内・海外関係機関からの助言

共同研究、R&Dへの参画等

将来の廃炉計画への反映

共同研究実施機関 2


